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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業管部の端部に形成されたフランジを有する前記作業管部が連設されたケース体を、
流体管の外周部に対して密閉状に外嵌し、前記フランジに作業用仕切弁装置を取り付け・
取り外し可能に固定し、前記作業用仕切弁装置の上部に取り付けられた穿孔機の穿孔カッ
ターにより流体管の上面に貫通孔を穿設、または、流体管を切断し、前記作業用仕切弁装
置の仕切弁体を閉じて前記流体管からの流体の流れを遮断して前記穿孔機を挿入機に取替
え、前記仕切弁体を開いて前記挿入機により弁装置を前記作業管部に挿入し、当該作業管
部を弁蓋によって密閉したのち、前記作業用仕切弁装置を取り外し、ボルト・ナットによ
り前記弁蓋を前記ケース体に取り付ける不断水弁設置工事に用いられる前記作業用仕切弁
装置は前記フランジに固定され、上部に前記仕切弁体が設けられた筒状部材を有する取付
部を備え、
　前記取付部には予め前記取付部の外側から退進可能にセットされ、前記作業管部を密閉
した前記弁蓋を前記ボルト・ナットにより前記ケース体に固定する前に、弁蓋のフランジ
を作業管部の前記フランジに押付ける仮固定手段が設けられ、前記弁蓋の仮固定状態で前
記挿入機を取り外し可能にしたことを特徴とする作業用仕切弁装置。
【請求項２】
　前記取付部が、前記仕切弁と離着可能に設けられている請求項１に記載の作業用仕切弁
装置。
【請求項３】
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　前記取付部が、その筒状部材の内側にリング状の支持部材と、該支持部材の下方に延設
され、第１ねじ孔を有するボルト取付部材と、を備え、前記支持部材を前記作業管部の端
部に形成されたフランジの上面端縁に当接させ、前記ボルト取付部材の第１ねじ孔に第１
締付ボルトを螺入し、前記取付部を前記フランジに固定することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の作業用仕切弁装置。
【請求項４】
　前記取付部が、その筒状部材に前記作業管部の端部に形成されたフランジの中心に向か
う第２ねじ孔を設け、前記仮固定手段が第２締付ボルトから成り、前記弁蓋のフランジを
前記作業管部の端部に形成されたフランジに当接し、前記第２締付ボルトを前記第２ねじ
孔に螺入し仮固定することを特徴とする請求項１または２に記載の作業用仕切弁装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば水道管やガス管等の流体管の流れを止めないでその任意の個所に遮断弁
装置を設置する不断水弁設置工事において使用される作業用仕切弁装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の不断水弁設置工事に用いられる従来の作業用仕切弁装置に関して実公昭５１－４
５７０４号に開示された図６ないし図８に示す、ケース体Ｂと、弁装置の弁体Ｃおよび弁
蓋Ｄとにより構成される遮断弁装置Ａを流体管Ｐの内部の通水を止めることなく、すなわ
ち不断水で設置する工事に使用されるものが知られている。
【０００３】
ケース体Ｂは、流体管Ｐに外嵌できるように分割可能に形成され、その一方に形成された
作業管部Ｂ１の先端にはフランジＢ２が設けられており、フランジＢ２の外周面端部の上
面にはテーパー面Ｂ３が、下面にはＢ４が形成されている。また、フランジＢ２には、弁
蓋Ｄを取り付けるための固定ボルトＩが挿入され、かつ、ガイドボルトＨが螺入される雌
ねじＢ５が形成されている。
【０００４】
弁体Ｃは、流体管Ｐの内周面を弁座として止水するために外周面をゴムで覆われており、
流体管Ｐに対して進退自在に弁蓋Ｄに取り付けられている。
【０００５】
弁蓋Ｄには、前記フランジＢ２にパッキンＤ３を介して水密に取り付けるためのフランジ
Ｄ１が形成され、フランジＤ１には、雌ねじＢ５に相対する位置に雌ねじＢ５より小径の
雌ねじＤ２が形成されている。
【０００６】
作業用仕切弁装置Ｆは、図６に示すようにフランジＢ２に取り付けて用いられており、作
業用仕切弁装置ＦのフランジＢ２への取り付け部には、フランジＢ２の外径よりも大きい
内径に形成されたエプロン縁Ｆ１が設けられ、エプロン縁Ｆ１に横向きに穿設したねじ孔
Ｆ２に先端を円錐状に加工された取付ボルトＦ３が螺入されている。挿入機Ｇの取り付け
側には、フランジＦ４が設けられている。
【０００７】
遮断弁装置Ａを流体管Ｐに設置するには、まず、流体管Ｐにケース体Ｂを水密に取り付け
、作業管部Ｂ１のフランジＢ２のテーパ面Ｂ３にパッキンを設置して、作業用仕切弁装置
Ｆを乗せ、取付ボルトＦ３をねじ込み、円錐状部をテーパ面Ｂ４に当設させて作業用仕切
弁装置Ｆを固定し、ガイドボルトＨを雌ねじＢ５にフランジＢ２の下側より水密に螺入す
る。
【０００８】
作業用仕切弁装置ＦのフランジＦ４に図示されていない穿孔機を取り付け、作業用仕切弁
装置Ｆの仕切弁Ｆ５を開放し、穿孔機の穿孔カッターにより流体管Ｐを穿孔し、管通孔Ｐ
１を設け、穿孔カッターを穿孔機に収容して仕切弁Ｆ５を閉塞する。
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【０００９】
つぎに、フランジＦ４から穿孔機を取り外し、弁体Ｃが弁蓋Ｄに設置された弁装置Ｅを進
退自在に内部に取り付けた挿入機ＧをフランジＦ４に設置して、仕切弁Ｆ５を開放し、弁
装置Ｅを、弁蓋ＤのフランジＤ１がフランジＢ２に当接するまで作業管部Ｂ１に挿入する
（図７、図８（ａ））。挿入機Ｇで弁蓋Ｄを押圧して止水させておいて、ガイドボルトＨ
を取り外し、固定ボルトＩを雌ねじＢ５にフランジＢ２の下面より挿通させて雌ねじＤ２
に螺入し、弁蓋Ｄをケース体Ｂに固定する（図８（ｂ））。
【００１０】
弁蓋Ｄの固定の終了後に挿入機Ｇから弁蓋Ｄの連結を解除し、挿入機Ｇを作業用仕切弁装
置ＦのフランジＦ４から取り外す。取付ボルトＦ３をゆるめ、作業用仕切弁装置Ｆをフラ
ンジＢ３より取り外して作業を終了する。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
このような不断水弁設置工事において使用される遮断弁装置Ａでは、弁蓋Ｄをケース体Ｂ
のフランジＢ２に取り付ける際に、挿入機Ｇにより弁蓋Ｄを押圧して、止水しながら仮固
定し、弁蓋ＤのフランジＤ１をフランジＢ２にボルトで取り付ける構造であるため、弁蓋
ＤのフランジＤ１に雌ねじＤ２を加工する必要があった。
【００１２】
この雌ねじＤ２は、ケース体ＢのフランジＢ２に形成された雌ねじＢ５と対応しているの
で芯を合わせた加工が必要となり、雌ねじの位置に対する高い精度が要求され、ねじ加工
とあわせてコスト高の要因となっていた。
【００１３】
また、フランジＤ１に雌ねじＤ２が加工されているので、フランジＤ１の固定時に、固定
ボルトＩの雄ねじ部が雌ねじＤ２にかじりついて締め付け不良になった場合には、弁蓋Ｄ
が使用できなくなり、弁蓋Ｄを取り替えなければならなかった。
【００１４】
本発明は、上記問題を解決するためになされたもので、不断水弁設置工事においてコスト
を低くした弁装置を用いることのできる作業用仕切弁装置を提供する点にある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明の作業用仕切弁装置は、作業管部の端部に形成され
たフランジを有する前記作業管部が連設されたケース体を、流体管の外周部に対して密閉
状に外嵌し、前記フランジに作業用仕切弁装置を取り付け・取り外し可能に固定し、前記
作業用仕切弁装置の上部に取り付けられた穿孔機の穿孔カッターにより流体管の上面に貫
通孔を穿設、または、流体管を切断し、前記作業用仕切弁装置の仕切弁体を閉じて前記流
体管からの流体の流れを遮断して前記穿孔機を挿入機に取替え、前記仕切弁体を開いて前
記挿入機により弁装置を前記作業管部に挿入し、当該作業管部を弁蓋によって密閉したの
ち、前記作業用仕切弁装置を取り外し、ボルト・ナットにより前記弁蓋を前記ケース体に
取り付ける不断水弁設置工事に用いられる前記作業用仕切弁装置は前記フランジに固定さ
れ、上部に前記仕切弁体が設けられた筒状部材を有する取付部を備え、
　前記取付部には予め前記取付部の外側から退進可能にセットされ、前記作業管部を密閉
した前記弁蓋を前記ボルト・ナットにより前記ケース体に固定する前に、弁蓋のフランジ
を作業管部の前記フランジに押付ける仮固定手段が設けられ、前記弁蓋の仮固定状態で前
記挿入機を取り外し可能にしたことを特徴としている。
　この特徴により、作業管部の端部に形成されたフランジに対して、弁装置の弁蓋を予め
セットされている仮固定手段の進出によって水密に仮固定することができる。したがって
、弁蓋を仮固定した後には挿入機を取り外すことができるのでフランジの上面からの作業
が可能となり、作業性が向上するばかりか弁装置の弁蓋に雌ねじ等の加工が不要となり、
コストを低くすることができる。
　また、雌ねじ等の固定でなく、ボルト・ナットによって弁蓋を固定することもできるた
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め、ボルトとナットがかんだような場合においても、ボルト・ナットを交換するだけよく
、弁蓋を交換する必要がなくなり経済的となる。
【００１６】
　取付部が、仕切弁と離着可能に設けられているのが好ましい。
　このようにすることで、弁蓋をフランジに仮固定した後に挿入機とともに仕切弁を取り
外すことが可能となり、フランジ面上方の空間が広く確保されるのでボルト・ナット等の
締め付けの作業性が向上する。
【００１７】
　取付部が、その筒状部材の内側にリング状の支持部材と、該支持部材の下方に延設され
、第１ねじ孔を有するボルト取付部材と、を備え、支持部材を開口部のフランジの上面端
縁に当接させ、ボルト取付部材の第１ねじ孔に第１締付ボルトを螺入し、取付部を開口部
のフランジに固定するようになっているのが好ましい。
　このようにすることで、ボルトの単純な構造で固定手段を構成することができるので経
済的となり、また、ボルトを締め付けるだけで仕切弁をフランジに固定することができる
ので弁設置工事の作業性が向上する。
【００１８】
　取付部が、その筒状部材に開口部のフランジの中心に向かう第２ねじ孔を設け、仮固定
手段が第２締付ボルトから成り、弁蓋のフランジを開口部のフランジに当接し、第２締付
ボルトを第２ねじ孔に螺入し仮固定するようになっているのが好ましい。
　このようにすることで、退進可能なボルトだけの単純な構造で仮固定手段を構成するこ
とができるので経済的となり、また、ボルトを締め付けるだけで弁蓋を仮固定することが
できるので弁設置工事の作業性が向上する。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。
【００２０】
図１ないし図３は、本発明の第１実施を示すもので、1は本発明の作業用仕切弁装置、２
は作業用仕切弁装置の取付部、３は同じく作業用仕切弁装置の仕切弁、４は遮断弁装置が
取り付けられる流体管、５は遮断弁装置のケース体、６は同じく遮断弁装置の弁装置、７
は弁装置の弁蓋を示している。
【００２１】
遮断弁装置はケース体５と、弁装置６の弁体６ａおよび弁蓋７とで構成され、ケース体５
は、流体管４に取り付けるために２分割されており、図示されていないボルト・ナットに
よって装着され、一方のケース体５には作業管部５ａが連設され、作業管部５ａの端部に
は、フランジ５ｂが形成されている。
【００２２】
フランジ５ｂは、円形に形成され、ボルトが挿し込まれるボルト挿通孔５ｅが等間隔に同
心円上に成形され、外周端部の上面および下面にテーパ部５ｃ、５ｄが設けられている。
【００２３】
弁装置６は、流体管４の内周面を弁座として止水するゴムで周囲を覆われた弁体６ａと、
弁体６ａを進退させる弁軸６ｂと弁蓋７とで構成される。
【００２４】
弁蓋７は、中心に弁軸６ｂが回転可能に取り付けられ、ケース体５のフランジ５ｂの外径
より小径に形成され、かつ、ボルト挿通孔５ｅに相対するボルト挿通孔７ｃが形成された
フランジ７ａが設けられている。フランジ７ａの外周上面端部には後述する第２締付ボル
ト２ｆの円錐形部に当接するテーパ部７ｂが形成されている。
【００２５】
作業用仕切弁装置１は、取付部２と仕切弁３とでなり、取付部２は、作業管部５ａのフラ
ンジ５ｂの外周上部縁に当接するリング状の支持部材２ａと、支持部材２ａから下方にフ
ランジ５ｂを囲うように設けられ、先端が円錐形に形成された第１締付ボルト２ｃをフラ
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ンジ５ｂの中心方向に向かって螺入する第１ねじ孔２ｄが形成されたボルト取付部材２ｂ
と、支持部材２ａから上方に連設され、先端が円錐形に形成された第２締付ボルト２ｆを
Ｏリング２ｈを介して水密にフランジ５ｂの中心方向に向かって螺入する第２ねじ孔２ｇ
が形成された筒状部材２ｅと、筒状部材２ｅの上部で仕切弁３を取り付けるためのフラン
ジ２ｉとにより構成されている。
【００２６】
仕切弁３は、取付部２のフランジ２ｉに相対し、雌ねじ部３ｄが等間隔に円周方向に形成
されたフランジ３ｃと、前記フランジ３ｃの反対側に設けられ穿孔機や挿入機を取り付け
るためのボルト挿通孔３ｆが等間隔に円周方向に形成されたフランジ３ｅと、流体の流れ
を遮断する仕切弁体３ａと、仕切弁体３ａを進退させる弁軸３ｂとによって構成されてい
る。
【００２７】
図１は、本発明の作業用仕切弁装置１の第２締付ボルト２ｆにより弁蓋７がフランジ５ｂ
に仮固定された状態を示しており、挿入機の図示は省略されている。流体管４にケース体
５が取り付けられ、ケース体５の作業管部５ａに作業用仕切弁装置１が固定されている。
フランジ５ｂの上面端縁に作業用仕切弁装置１の取付部２に形成された支持部材２ａを当
接させ、第１締付ボルト２ｃを締め付けることにより、第１締付ボルト２ｃの円錐形部を
テーパ部５ｄに係合させ、支持部材２ａと第１締付ボルト２ｃでフランジ５ｂを挟み込み
作業用仕切弁装置１は固定されている。
【００２８】
作業用仕切弁装置１の上部に取り付けられた穿孔機により穿孔された貫通孔４ａに挿入さ
れる弁装置６が図示されていない挿入機により作業管部５ａに送り出され、フランジ５ｂ
に弁蓋７のフランジ７ａが当接し、第２締付ボルト２ｆがねじ込まれその円錐形部がテー
パ部７ｂに当接しケース体５に仮固定されている。
【００２９】
図２は、図１の状態より挿入機と作業用仕切弁装置１の仕切弁３が取り外されて、フラン
ジ５ｂ、７ａのボルト挿通孔５ｅ、７ｃに取付ボルト５ｆを通し、取付ナット５ｇを締め
付けてケース体５に弁蓋７を取り付けた状態を示している。挿入機と仕切弁３が取り外さ
れているので弁蓋７をケース体５に取り付けるのに取付ボルト５ｆ、取付ナット５ｇの締
付作業が容易に行うことができる。
【００３０】
図４により、本発明の作業用仕切弁装置を用いた不断水弁設置工事について説明する。
【００３１】
まず、（ａ）に示すように、流体管４にケース体５を水密に取り付け、フランジ５ｂのテ
ーパ部５ｃにパッキンを設置し、作業用仕切弁装置１の取付部２の支持部材２ａを係止さ
せ、取付部２の第１締付ボルト２ｃを締め込み、フランジ５ｂのテーパ部５ｄに第１締付
ボルト２ｃの円錐形部を当接させて作業用仕切弁装置１をフランジ５ｂに固定する。フラ
ンジ５ｂのボルト挿通孔５ｅには、水密性の栓が取付られている。
【００３２】
次に、（ｂ）に示すように、作業用仕切弁装置１の仕切弁３に設けられたフランジ３ｅの
ボルト挿入孔３ｆにボルトを相通してナットを締め付けて穿孔機８を設置する。穿孔機８
のホールソー８ａを回転させて流体管４側に送り出し、流体管４を穿孔して貫通孔４ａを
設ける。（ｃ）
【００３３】
穿孔完了後、切片４ｂが収容されたホールソー８ａを穿孔機に引き戻し、仕切弁３の仕切
弁体３ａをスライドさせて流体を遮断する。（ｄ）
【００３４】
穿孔作業を終えると、（ｅ）に示すように、穿孔機８を仕切弁３のフランジ３ｅより取り
外し、代わりに弁装置６が進退自在に設けられた挿入機９を取り付ける。
【００３５】
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次に、（ｆ）に示すように、仕切弁３の仕切弁体３ａをスライドさせて開放し、挿入機９
から弁装置６を流体管４方向に送り出し、弁蓋７のフランジ７ａを作業管部５ａのフラン
ジ５ｂに当接させる。取付部２の第２締付ボルト２ｆを締め付けて弁蓋７のフランジ７ａ
に形成されたテーパ部７ｂに当接させて弁蓋７をフランジ５ｂに仮固定する。
【００３６】
そして、（ｇ）に示すように、取付部２のフランジ２ｉより挿入機９と仕切弁３を取り外
し、ボルト挿通孔５ｅから栓を取外して、フランジ５ｂとフランジ７ａに設けられたボル
ト挿通孔５ｅ、７ｃにボルト５ｆを挿通しナット５ｇを締め付けて弁蓋７をケース体５に
固定する。
【００３７】
最後に（ｈ）に示すように、取付部２の第１締付ボルト２ｃと第２締付ボルト２ｆを緩め
て取付部２をフランジ５ｂより取り外し、遮断弁装置の設置を終了する。
【００３８】
本発明の作業用仕切弁装置１を用いて不断水弁設置工事を行うと、弁装置６の弁蓋７をケ
ース体２のフランジ２ｂに仮固定することができるので仮固定した後には、挿入機を取り
外すことが可能となり、ボルト５ｆ・ナット５ｇにより弁蓋７をケース体２に固定するこ
とができるようになる。
【００３９】
図５は、本発明の第２実施を示すもので、仕切弁と取付部が一体となった作業用仕切弁装
置１を示している。
【００４０】
弁軸３ｂにより進退する仕切弁体３ａが設けられた仕切弁３の下側にケース体５のフラン
ジ５ｂの外径より小さい内径に形成され、フランジ５ｂの外周上部縁に当接するリング状
の支持部材２ａと、支持部材２ａから下方にフランジ５ｂを囲うように設けられ、先端が
円錐形に形成された第１締付ボルト２ｃをフランジ５ｂの中心方向に向かって螺入する第
１ねじ孔２ｄが形成されたボルト取付部材２ｂと、支持部材２ａから上方に仕切弁３まで
連設され、先端が円錐形に形成された第２締付ボルト２ｆをＯリング２ｈを介して水密に
フランジ５ｂの中心方向に向かって螺入する第２ねじ孔２ｇが形成された筒状部材２ｅと
が設けられている。
【００４１】
仕切弁３の上側には、穿孔機や挿入機を取り付けるためのボルト挿通孔３ｆが等間隔に円
周方向に形成されたフランジ３ｅが形成されている。
【００４２】
第２実施例の作業用仕切弁装置１は、第１実施例と同様に用いられ、弁蓋７を固定する際
に仕切弁３を取り外せない点で異なる。
【００４３】
第２締付ボルト２ｆで弁蓋７をフランジ５ｂに仮固定することができるので挿入機を作業
用仕切弁装置１から取り外すことができ、弁蓋７を取付ボルト５ｆ、取付ナット５ｇで固
定することができるので弁蓋７のフランジ７ａにねじ加工をする必要がない。
【００４４】
以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、本発明の具体的な構成はこれに限定
されるものではない。
【００４５】
例えば、固定手段としては、先端が円錐形に形成された締付ボルトが示されているが、補
助板でケース体のフランジを支持部材と挟み込んで固定するようにしてもよい。
【００４６】
【発明の効果】
　本発明によれば、作業管部の端部に形成されたフランジに対して、弁装置の弁蓋を予め
セットされている仮固定手段の進出によって水密に仮固定することができる。したがって
、弁蓋を仮固定した後には挿入機を取り外すことができるのでフランジの上面からの作業
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が可能となり、作業性が向上するばかりか弁装置の弁蓋に雌ねじ等の加工が不要となり、
コストを低くすることができる。また、雌ねじ等の固定でなく、ボルト・ナットによって
弁蓋を固定することもできるため、ボルトとナットがかんだような場合においても、ボル
ト・ナットを交換するだけよく、弁蓋を交換する必要がなくなり経済的となる。
【００４７】
請求項２の発明によれば、弁蓋をフランジに仮固定した後に挿入機とともに仕切弁を取り
外すことが可能となり、フランジ面上方の空間が広く確保されるのでボルト・ナット等の
締め付けの作業性が向上する。
【００４８】
請求項３の発明によれば、ボルトの単純な構造で固定手段を構成することができるので経
済的となり、また、ボルトを締め付けるだけで仕切弁をフランジに固定することができる
ので弁設置工事の作業性が向上する。
【００４９】
請求項４の発明によれば、退進可能なボルトだけの単純な構造で仮固定手段を構成するこ
とができるので経済的となり、また、ボルトを締め付けるだけで弁蓋を仮固定することが
できるので弁設置工事の作業性が向上する。
【００５０】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の作業用仕切弁装置の使用状態を示す断面図である。
【図２】同じく、作業用仕切弁装置の取付部のみが使用されている状態の断面面である。
【図３】同じく、取付部の（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）はＩ－Ｉ断面図であ
る。
【図４】同じく、遮断弁設置工事の説明図である。
【図５】第２実施例の作業用仕切弁装置の断面図である。
【図６】従来例を示す断面図である。
【図７】同じく、要部断面図である。
【図８】同じく、要部断面図である。
【符号の説明】
１　　　　　作業用仕切弁装置
２　　　　　取付部
２ａ　　　　支持部材
２ｂ　　　　ボルト取付部材
２ｃ　　　　第１締付ボルト
２ｄ　　　　第１ねじ孔
２ｅ　　　　筒状部材
２ｆ　　　　第２締付ボルト
２ｇ　　　　第２ねじ孔
２ｈ　　　　Ｏリング
２ｉ　　　　フランジ
３　　　　　仕切弁
３ａ　　　　仕切弁体
３ｂ　　　　弁軸
３ｃ　　　　フランジ
３ｄ　　　　雌ねじ部
３ｅ　　　　フランジ
３ｆ　　　　ボルト挿入孔
４　　　　　流体管
４ａ　　　　貫通孔
４ｂ　　　　切片
５　　　　　ケース体
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５ａ　　　　作業管部
５ｂ　　　　フランジ
５ｃ　　　　テーパ部
５ｄ　　　　テーパ部
５ｅ　　　　ボルト挿通孔
５ｆ　　　　取付ボルト
５ｇ　　　　取付ナット
６　　　　　弁装置
６ａ　　　　弁体
６ｂ　　　　弁軸
７　　　　　弁蓋
７ａ　　　　フランジ
７ｂ　　　　テーパ部
７ｃ　　　　ボルト挿通孔
８　　　　　穿孔機
８ａ　　　　ホールソー
９　　　　　挿入機

【図１】 【図２】
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